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現在、日本の製造業は世界トップレベルの強さを誇っていますが、この強み
が10年後には失われかねない危機的状況にあります。その理由は、ドイツ
が取り組むインダストリー4.0や、米国が取り組むIIoT（産業のインターネット）
／CPS（サイバーフィジカルシステム）によって、製造業の競争ルールを変え
ようとする動きがあるためです。

日本が抱える課題には、①少子高齢化と人手不足による熟練技術者の不
足、②製造業のデジタル化に対する取り組みの遅れ、③新しい製品・市場を
創造するイノベーションが難しい社会構造、などがあります。これらの課題を
解く鍵は、ものづくりの根幹となる生産現場の情報化とその最大活用にあり
ます。
こうした中で、いま日本の製造業において注目を集めているのが、

IoT（Internet of Things） ：：：：モノのモノのモノのモノのインターネットインターネットインターネットインターネット

AI（Artificial Intelligence） ：人工知能：人工知能：人工知能：人工知能

MES（Manufacturing Execution System） ：：：：製造実行システム製造実行システム製造実行システム製造実行システム

です。

はじめにはじめにはじめにはじめに
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MESやIoT、AIを正しく導入すれば、工場の生産ラインの各製造工程の４M

（Man、Machine、Material、Method）と連携し、日本の強みでもある熟練技
術者のノウハウ「匠の技術」をデータ化することが可能になります。
このような製造環境が整ってくると改善活動におけるPDCAの回転スピードが
上がり、経営課題であるQCDS（Quality、Cost、Delivery、Service）が大幅に改
善します。
本講座ではMESとは何か？ なぜ今必要されているのかについて解説します。

はじめにはじめにはじめにはじめに
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１．インダストリー４．０
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製造業とは？製造業とは？製造業とは？製造業とは？

製造業とは原料品を加工して新しい品物をつくる生産業製造業とは原料品を加工して新しい品物をつくる生産業製造業とは原料品を加工して新しい品物をつくる生産業製造業とは原料品を加工して新しい品物をつくる生産業

• 原材料を加工して新しく作られる品物のことを「製品」という

• 原材料を加工して製品をつくる行為のことを「製造」または「生産」という

• 製品を製造／生産する場所のことを「工場」という

• 工場を持つ企業が属する産業を「製造業」という

製造業（二次産業）製造業（二次産業）製造業（二次産業）製造業（二次産業）－－－－１５業種１５業種１５業種１５業種

食品、繊維、パルプ・紙、化学、石油・石炭製品、ゴム製品、窯業、鉄鋼、

非鉄金属、金属製品、機械、電気機械、輸送用機器、精密機器、その他

製造

• 最終製品メーカー ：自動車やパソコンなど最終製品を作るメーカー

• サプライヤー ：その部品を作る部品メーカー

• 素材メーカー ：その素材や原材料を作る素材メーカー
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生産する製品の作り方から、原材料や部品を加工してこれを組み立てる作業を
主に行っている組立加工組立加工組立加工組立加工（（（（ディスクリートディスクリートディスクリートディスクリート））））型製造型製造型製造型製造と、製造プラントなどに原材料
を逐次投入して生産するプロセスプロセスプロセスプロセス（（（（装置製造またはバッチ製造装置製造またはバッチ製造装置製造またはバッチ製造装置製造またはバッチ製造））））型製造型製造型製造型製造の2つの
製造タイプに分けることができます。 （ハイブリット型もあります）

製造業での作り方製造業での作り方製造業での作り方製造業での作り方のののの分類分類分類分類

大量生産
→ 少量少量少量少量多品種多品種多品種多品種生産生産生産生産

作らなければならない製品／数量に合わせて作り方の対処が必要
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産業革命の変遷産業革命の変遷産業革命の変遷産業革命の変遷

インダストリーインダストリーインダストリーインダストリー４．０４．０４．０４．０
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インダストリー４．０インダストリー４．０インダストリー４．０インダストリー４．０

少量多品種生産品質少量多品種生産品質少量多品種生産品質少量多品種生産品質 生産コスト低減生産コスト低減生産コスト低減生産コスト低減

納期短縮納期短縮納期短縮納期短縮

QQQQ CCCC

DDDD
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ＩｏＴの二つの意味ＩｏＴの二つの意味ＩｏＴの二つの意味ＩｏＴの二つの意味
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Ｍ２ＭとＩｏＴの違いＭ２ＭとＩｏＴの違いＭ２ＭとＩｏＴの違いＭ２ＭとＩｏＴの違い
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IIoT（（（（Industrial IoT））））

IoTは、モノ／コトをネットワークでつなぎ、データ収集／分析（アナリティクス）や自動

操作などによって新たな価値を創出するためのコンセプトですが、産業分野向けの

IIoTは、その名が示す通り、製品、センサー、生産設備などが無線／有線でネット

ワークがつながっていることが前提となります。

産業分野向けのネットワークの特性（特にオフィス向けネットワークと比較した観点

において）には、以下のようなものが挙げられます。

• 稼働時間（常時稼働を原則とする）

• アクセスレベルの詳細な制御

• 旧来の固有のプロトコル（最近はオープン化の流れで相互互換性重視の流れ）

• 産業システムが必要とする帯域幅の確保や低遅延／冗長性の提供などによる

通信サービス品質の保持
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ＣＰＳ（ＣＰＳ（ＣＰＳ（ＣＰＳ（Cyber-Physical System））））
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事業所・工場、技術・技能等の電子データ化
は進んでいるが、それぞれバラバラに管理さ
れ、連携していない。

従来従来従来従来

日本政府：目指すべき産業の日本政府：目指すべき産業の日本政府：目指すべき産業の日本政府：目指すべき産業の在り方在り方在り方在り方

データがつながり、有効活用されることにより、技術革新、生産性向上、技能伝承などを通じたデータがつながり、有効活用されることにより、技術革新、生産性向上、技能伝承などを通じたデータがつながり、有効活用されることにより、技術革新、生産性向上、技能伝承などを通じたデータがつながり、有効活用されることにより、技術革新、生産性向上、技能伝承などを通じた
課題解決へとつながります。課題解決へとつながります。課題解決へとつながります。課題解決へとつながります。

発表：2017年3月

Connected 

Industries

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト
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２．ＭＥＳの必要性

Copyright(C) 2018  Fusiontech Inc. All Rights Reserved． 16

日本の課題と日本の課題と日本の課題と日本の課題とMES/IoTの必要性の必要性の必要性の必要性

少量多品種生産 人に頼ったモノづくり 熟練作業者が必要

大量生産

熟練者の暗黙知

訓練・経験・育成

長い時間

人から人へ技術継承

支えている

属人的
アナログ

• 人手不足により技術者の確保が難しい
• 長い時間が掛かる人材育成も困難

製造オペレーション製造オペレーション製造オペレーション製造オペレーション
の形式知化の形式知化の形式知化の形式知化

MES/IoTにより蓄積
された製造データ

MES/IoT

導入

誰でも利用・共有できる誰でも利用・共有できる誰でも利用・共有できる誰でも利用・共有できる仕組み作り仕組み作り仕組み作り仕組み作り
（システム化・自働化）（システム化・自働化）（システム化・自働化）（システム化・自働化）

共用化
デジタル化
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MES導入のメリット（導入のメリット（導入のメリット（導入のメリット（ ＱＣＤ改善）ＱＣＤ改善）ＱＣＤ改善）ＱＣＤ改善）

製造業の永遠の課題製造業の永遠の課題製造業の永遠の課題製造業の永遠の課題 カイゼンカイゼンカイゼンカイゼン

MES

IoT AI

スマートスマートスマートスマート
ファクトリーファクトリーファクトリーファクトリー

MESの品質や時間（納期）に関連する実績データは、経営管理と生産現場を直結する情報
⇒ MES/IoTでこのようなデータを収集し、解析すればＱＣＤの改善に役立つ
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MESのコンセプトは20年以上前に提唱されたものですが、製造要件から高度

な機械化が求められる石油／化学業界、半導体や液晶工場では浸透しまし
たが、一般的な製造業で見た場合、既存設備のインタフェースや工場ネット
ワークが課題となり、必ずしも浸透しているとはいえない状況です。

生産の生産の生産の生産の標準化進行と標準化進行と標準化進行と標準化進行とMESの関係の関係の関係の関係

■生産の国際標準化の流れ（ドイツ、米国が主導）

• 企業や工場が違っても作業を分担したものづくりが可能になる
• オープンなやり方で系列や業界の垣根を超えた情報のやり取りやサービス
提供が可能になる。

ISA-95 製造オペレーション
の標準化

「生産」「在庫」「保全」「品質」の4つの基本
オペレーション管理を定義

ISO22400 製造オペレーション
管理指標の標準化

管理指標（KPI）を34項目で定義

MESの導入が加速されるの導入が加速されるの導入が加速されるの導入が加速される
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少し古いですが、Global Industry Analystsの2015年の調査によると、MESの
世界市場は、2020年までに74億ドルに達すると予想されています。その背

景には、生産コストの削減、リードタイムの短縮、投資回収率の向上に対す
る強いニーズがあります。さらに、これまで工場ごと製品ごとに導入していた
MESが、今後は工場間連携による分散型製造ネットワークへのMES導入の
狙いが大きく変わると考えられます。

また、特にアジア太平洋地域は、平均成長率11％以上の高い成長が見込

める市場と位置付けられています。その理由は、中堅中小企業における
MES導入拡大、ERP/MES連携の需要、ライフサイエンス分野におけるMES導
入、PLM/MES連携の需要、中国やアジア新興国などの急速な成長などが挙
げられています。

MES市場の動向と主要ベンダー市場の動向と主要ベンダー市場の動向と主要ベンダー市場の動向と主要ベンダー

【ＭＥＳのリーダー企業】
★シーメンス、★ダッソー・システムズ、★ハネウェル
ABB、アクセンチュア、エマーソンエレクトリック、GEデジタル、HCLテクノロジーズ、
ロックウェルオートメーション、シュナイダーエレクトリックPLM、SAP

富士通、横河電機
※ガートナーの「Magic Quadrant for Manufacturing Execution Systems」より
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中国製造情報化指数（中国製造情報化指数（中国製造情報化指数（中国製造情報化指数（2016年）年）年）年）

ERP（Enterprise Resource Planning）
PDM（Product Data Management）
PLM（Product Life-cycle Management）
SCM（Supply Chain Management）
CRM（Customer Relationship Management）
MES（Manufacturing Execution System）

by中国情報化百人会「2016年中国製造情報化指数報告」
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３．MESの役割と機能
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製造業における３つの管理層と対応するシステム製造業における３つの管理層と対応するシステム製造業における３つの管理層と対応するシステム製造業における３つの管理層と対応するシステム

ERP（Enterprise Resource Planning）
SCM（Supply Chain Management）
PLM（Product Lifecycle Management）

MES（Manufacturing Execution System）

PLC（Programmable Logic Controller）
DCS（Distributed Control System）

※ PLCは、リレー回路を原型とするステートマシンを動作モデルとしている。
DCSは、プロセッサと入出力モジュールを有する分散制御システム。様々なバリエーションがある。

PLMは、「何を作るか」「どのような設備／工程で作るか」を司り、基幹業務システムで
あるERPが生産計画を行います。しかし、実際に生産現場を動かすためには、製造設
備や検査機器とシステム的にリンクし、作業実施を監視／管理する仕組みMESが必
要となります。一般的に製造業の管理層は以下の3層に分けられます。
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MES（Manufacturing Execution System）とは、製造工程の把握や管理、作

業者への指示や支援などを行う「製造実行システム製造実行システム製造実行システム製造実行システム」のことを指します。

MESは広義の生産管理システムの一つですが、工場の生産ラインの各製造各製造各製造各製造

工程と連携工程と連携工程と連携工程と連携できることが最大の特徴です。作業手順管理、入荷・出荷管理、

品質管理、保守管理など11の機能の機能の機能の機能があり、その機能すべてを用いるのでは

なく、必要に応じてその機能を利用するのが一般的です。

製造業の強さとは、①徹底したコスト管理、②生産現場の効率化による生産

性の向上、③ハイレベルな品質管理だと言えます。このうち、生産性を高め

るためには、ヒト・設備・時間といった限られた生産資源を、状況に合わせて

最適化する仕組みをつくることが重要です。

すなわち、「詳細な良品条件を作り、製品のバラツキを抑える仕組み」が必

要となります。その中心的な役割を担うのが、製造オペレーションの情報管

理を行う「MES」なのです。

MESとはいったい何か？とはいったい何か？とはいったい何か？とはいったい何か？
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工場における管理層毎の機能概要工場における管理層毎の機能概要工場における管理層毎の機能概要工場における管理層毎の機能概要

※ SCADA（Supervisory Control and Data Acquisition）：監視制御とデータ取得機能を持つFA用システム
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【【【【MESA model】】】】 MESのののの11の機能区分の機能区分の機能区分の機能区分
No ＭＥＳが担う役割名称 役割説明

1
Operations/Detailed 

Scheduling
作業スケジューリング

生産計画に基づき、詳細なスケジュールを策定す
る機能

2
Resource Allocation 

and Status
生産資源の配分と監
視

設備や人などの生産資源を配分、予約、監視、管
理する機能

3
Dispatching Production 

Unit
差立て（作業手配）・製
造指示

差立て、製造指示発行、ロット管理、作業員への
作業ガイダンスを出す機能

4 Performance Analysis 実績分析
過去の計画／実施と比較して、現在の生産状況を
分析／レポートする機能

5
Maintenance 

Management
保全・保守管理

生産設備の定期保全、予防保全の計画および実
行管理機能

6 Process Management 工程（プロセス）管理
プロセス制御、工程間制御、フィードフォワード、例
外処理などの機能

7 Quality Management 品質管理
統計的品質管理、製品品質情報の収集、分析、管
理の機能

8
Data Collection 

/Acquisition
データ収集

作業報告・POPなど生産に関連するデータの収集
／管理、生産進捗や状況の分析機能

9
Product Tracking and 

Genealogy
製品追跡と生産体系
管理

仕掛り品の追跡と次工程管理機能

10 Labor Management 作業者管理
作業者の作業状況を管理して、最適な作業割当を
実施する機能

11
Document 

Management
仕様・文書管理

作業に必要となるドキュメントや仕様、製造記録の
管理機能
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【【【【MESのののの11機能の情報の流れ機能の情報の流れ機能の情報の流れ機能の情報の流れ】】】】

※

ＥＲＰＥＲＰＥＲＰＥＲＰ

（作業手配）
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【【【【MESのののの11機能機能機能機能】】】】 ①作業スケジューリング①作業スケジューリング①作業スケジューリング①作業スケジューリング

製品製品製品製品の優先順位、属性、特徴、特定の優先順位、属性、特徴、特定の優先順位、属性、特徴、特定の優先順位、属性、特徴、特定のののの
生産生産生産生産単位に関連するレシピなどにも単位に関連するレシピなどにも単位に関連するレシピなどにも単位に関連するレシピなどにもとととと
づづづづいて作業順序を決定する機能。いて作業順序を決定する機能。いて作業順序を決定する機能。いて作業順序を決定する機能。

色、外形など、ただしく順序立てされれ
ば段取り時間を最短にできるような特徴
をふくむ。

生産能力が有限だということを前提に
して、代替作業工程や作業の輻そう・
並行も考えた上で、正確な時間や装置
の負荷を細かく計算する。交代勤務にも
対応する。

・小日程計画・有限・無限負荷スケジューリング
・優先度、製品特性、レシピなどを考慮した作業順序の決定
・代替工程、並行作業を考慮したスケジューリング

■スケジューラー
リソース（設備、人、冶具等）への
製造品割り付け
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オーダーオーダーオーダーオーダー⇒⇒⇒⇒生産計画立案生産計画立案生産計画立案生産計画立案⇒⇒⇒⇒作業スケジューリング作業スケジューリング作業スケジューリング作業スケジューリング

営業A 営業B 営業C ・・・

大体の生産能力→

オーダー

生産計画

作業作業作業作業
ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞ 工程手順

設備

冶具

ライン

作業者

生産ｽｹｼﾞｭｰﾗｰ
生産ｼﾐｭﾚｰﾀｰ

MRP

ERP

無制限山積み
制限山積み

割付

シミュレーション手法： フォワード／バックワード シミュレーション等

製品名（種類）
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【【【【MESのののの11機能機能機能機能】】】】 ②生産資源の配分と監視②生産資源の配分と監視②生産資源の配分と監視②生産資源の配分と監視

生産生産生産生産装置、工具、技能、資材、その他、設備や文書など、作業を始めるのに装置、工具、技能、資材、その他、設備や文書など、作業を始めるのに装置、工具、技能、資材、その他、設備や文書など、作業を始めるのに装置、工具、技能、資材、その他、設備や文書など、作業を始めるのに
必要な生産資源を管理する機能。必要な生産資源を管理する機能。必要な生産資源を管理する機能。必要な生産資源を管理する機能。

生産資源の履歴データをきめ細かに提供し、装置が正しくセットアップされて
いるか確認し、その状態をリアルタイムに表示する。これら生産資源の管理
には、資源の予約と、作業日程を満たすための資源の割りふりも含まれる。

・資源（生産設備、冶具、文書）
の準備
・生産資源の予約、割振り
・設備（装置）管理・設備（装置）
の監視
・アラーム管理
・生産資源の履歴データ管理
・冶具管理、部品管理
・消耗品管理

生産資源生産資源生産資源生産資源

①ﾒﾝﾃ・故障履歴
②ﾒﾝﾃ計画・停止計画
③装置状態監視・ｱﾗｰﾄ

生産装置

①部品・消耗品管理
②洗浄・調整履歴
③ﾒﾝﾃ計画・廃棄計画

治工具・資材

①作業技能管理
②保全技能管理
③入退職管理

人

①仕様書管理
②授受管理
③発行・廃版管理

文書等
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【【【【MESのののの11機能機能機能機能】】】】 ③差立て（作業手配）・製造指示③差立て（作業手配）・製造指示③差立て（作業手配）・製造指示③差立て（作業手配）・製造指示

生産単位の流れを、ジョブ、受注オーダー、バッチ、ロット、作業オーダー生産単位の流れを、ジョブ、受注オーダー、バッチ、ロット、作業オーダー生産単位の流れを、ジョブ、受注オーダー、バッチ、ロット、作業オーダー生産単位の流れを、ジョブ、受注オーダー、バッチ、ロット、作業オーダー
などの形で管理する機能。などの形で管理する機能。などの形で管理する機能。などの形で管理する機能。差立情報は作業順序にしたがって表示され、
工場の状況によってリアルタイムに変化する。

予定のスケジュールを変更する機能も持つ。手直しや救済のための工程
手順を管理する機能だけでなく、工程の任意の地点でバッファー管理もふ
くめた工程内仕掛量の調整をする機能ももつ。

・ロット管理（現物管理）、ロット
・ディスパッチ
・バッチ管理・ジョブ製造オーダー
の管理
・予定スケジュールの変更・
製造指示・レシピ送信
・バッファー管理（仕掛ロット管理）
・リワークなど工程手順の変更
・工場内物流管理
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差立て板（作業指示板）差立て板（作業指示板）差立て板（作業指示板）差立て板（作業指示板）⇒⇒⇒⇒作業指示ｼｽﾃﾑ作業指示ｼｽﾃﾑ作業指示ｼｽﾃﾑ作業指示ｼｽﾃﾑ⇒⇒⇒⇒自動化自動化自動化自動化

日程差立て板 作業工程差立て板

次は何を作業すればいいかを指示・手配するための表示板

システム化

作業指示システム

搬送システムに連動連
動

自動化（レシピセット）
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【【【【MESのののの11機能機能機能機能】】】】 ④実績分析④実績分析④実績分析④実績分析

実際の生産実績について、過去の履歴や期待される業績との比較をしな実際の生産実績について、過去の履歴や期待される業績との比較をしな実際の生産実績について、過去の履歴や期待される業績との比較をしな実際の生産実績について、過去の履歴や期待される業績との比較をしな
がら最新状況を報告する機能。がら最新状況を報告する機能。がら最新状況を報告する機能。がら最新状況を報告する機能。

生産実績には、生産資源の利用率と可用度、生産単位のサイクルタイム、
スケジュールに対する進捗度、標準に対する作業効率などが含まれる。
統計的プロセス制御SPC（Statistical Process Control）/SQC（Statistical Quality 

Control）データがふくまれる場合もある。

各種指標を測定するさまざまな機能から収集されたデータをグラフ表示す
る機能もふくむ。これらの実績は報告書として出力されたり、現状の実績評
価としてオンラインで表示されたりする。

・実績データの蓄積、比較、最新状況の表示
・資源の可用度、稼動率、サイクルタイム、進捗、
歩留まり、品質情報・グラフ表示、分析の支援
・進捗管理、予実管理
・製造オーダーの追跡・管理
・仕掛品管理
・出荷予測
・レポート作成 生産実績ｸﾞﾗﾌ
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MES領域の領域の領域の領域のKPI国際標準“国際標準“国際標準“国際標準“ISO22400””””

ISO22400とはとはとはとは、、、、MES（（（（製造実行システム製造実行システム製造実行システム製造実行システム））））領域での領域での領域での領域でのKPI（（（（重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標））））とととと、、、、それらそれらそれらそれら
を構成するデータの国際標準ですを構成するデータの国際標準ですを構成するデータの国際標準ですを構成するデータの国際標準です。。。。ISO22400では、生産性、品質、能力、環境、在庫、
保全の6つの領域について、合計34項目のKPIを定義しています。
また、各KPIごとに、定義式及び構成要素が定められています。それらの要素には、生

産設備、生産システムから取得出来る情報はもちろん、作業者のオーダー別実作業
時間といった、自動で取ることが難しい生産情報も含まれます。
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【【【【MESのののの11機能機能機能機能】】】】 ⑤保全・保守管理⑤保全・保守管理⑤保全・保守管理⑤保全・保守管理

装置や工具の可用性・利用性を確保し、定期保全・予防保全のスケジュー装置や工具の可用性・利用性を確保し、定期保全・予防保全のスケジュー装置や工具の可用性・利用性を確保し、定期保全・予防保全のスケジュー装置や工具の可用性・利用性を確保し、定期保全・予防保全のスケジュー
ルを確定し、緊急の問題に対し警告をも発するために、それらに関する諸活ルを確定し、緊急の問題に対し警告をも発するために、それらに関する諸活ルを確定し、緊急の問題に対し警告をも発するために、それらに関する諸活ルを確定し、緊急の問題に対し警告をも発するために、それらに関する諸活
動を追跡し、支持する機能動を追跡し、支持する機能動を追跡し、支持する機能動を追跡し、支持する機能。。。。
過去の出来事や問題の履歴を保管し、問題解決を支援する。

・装置、設備の定期保守、PM、保全計画、保全スケジューリング
・問題や保守・保全活動の追跡、履歴、アラート
・緊急の問題への対応と記録

ＩｏＴ活用により変動監視

異常検知、アラート

設備保守・アラート履歴検索

処置・対策
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【【【【MESのののの11機能機能機能機能】】】】 ⑥工程管理⑥工程管理⑥工程管理⑥工程管理

生産状況を監視し、自動的に修正したり、作業者が実施中の活動を修正・改生産状況を監視し、自動的に修正したり、作業者が実施中の活動を修正・改生産状況を監視し、自動的に修正したり、作業者が実施中の活動を修正・改生産状況を監視し、自動的に修正したり、作業者が実施中の活動を修正・改
善するための意思決定を支援する機能。善するための意思決定を支援する機能。善するための意思決定を支援する機能。善するための意思決定を支援する機能。

これらの活動は各作業で個別に行われる場合もあるし、機械や装置に特化
したものの場合もある。また、作業から作業へと複数の工程をまたがって追
跡することで監視・制御される場合もある。

許容範囲を超える工程変更を工場の作業者に知らせるための警告管理も含
む場合がある。
MES自体のデータ収集機能を通じて、インテリジェントな装置とMESの間のイ
ンターフェースを提供する。

・プロセス制御・作業者の意思決定支援
・工程内、工程間制御
・例外状況のアラート
・注意を払うべき問題の特定・フィード
・フォワード、フィードバック制御
・モデルベース解析
・APC（Advanced Process Control）
・外部解析システムとのインターフェース（搬送システム等）

フィードバック制御
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【【【【MESのののの11機能機能機能機能】】】】 ⑦品質管理⑦品質管理⑦品質管理⑦品質管理

製造現場から収集された測定データをリアルタイムで分析し、適正な製品の品
質管理を行い、注意を払うべき問題を特定する機能。

問題を是正する対策を講じるように促し、原因を特定するために症状と対策、そ
の結果を関連づける。

SPC/SQCの追跡機能や、オフライン検査管理、ラボ情報管理システムLIMS

(Laboratory Information Management System)における解析機能などもふくむ。

・オンラインの品質分析、SPC / SQCトラッキング
・品質レポート
・症状・原因・対策・結果の関連付け
・オフライン検査の管理、LIMSにおける解析結果
・製品品質の管理、品質保証 · 出荷検査・最終検査
・顧客向け品質記録
・エンジニアリング解析用データベース ＳＰＣ管理図
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【【【【MESのののの11機能機能機能機能】】】】 ⑧データ収集⑧データ収集⑧データ収集⑧データ収集

この機能は生産単位ごとの書式・記録を作成するのに必要な、各工程内この機能は生産単位ごとの書式・記録を作成するのに必要な、各工程内この機能は生産単位ごとの書式・記録を作成するのに必要な、各工程内この機能は生産単位ごとの書式・記録を作成するのに必要な、各工程内
での生産データ、生産パラメータ情報を得るためのインターフェース・リンでの生産データ、生産パラメータ情報を得るためのインターフェース・リンでの生産データ、生産パラメータ情報を得るためのインターフェース・リンでの生産データ、生産パラメータ情報を得るためのインターフェース・リン
クを提供する。クを提供する。クを提供する。クを提供する。

データは工場内の製造装置から手作業や自動で、分単位のリアルタイム
性をもって収集される。

・装置とのオンライン接続・POP

・リアルタイムな加工・測定データ収集
・パラメータ情報・制御システム
とのインターフェース
・実績情報、進捗情報、品質情報の蓄積
・生産データの記録
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【【【【MESのののの11機能機能機能機能】】】】 ⑨製品追跡と生産体系管理⑨製品追跡と生産体系管理⑨製品追跡と生産体系管理⑨製品追跡と生産体系管理

仕掛品の位置とそれに対する次の作業をつねに目に見えるようにしてお仕掛品の位置とそれに対する次の作業をつねに目に見えるようにしてお仕掛品の位置とそれに対する次の作業をつねに目に見えるようにしてお仕掛品の位置とそれに対する次の作業をつねに目に見えるようにしてお
く機能。く機能。く機能。く機能。

製品の状態に関する情報には、誰が作業しているのか、業者ごとの部品・
資材、ロット、通し番号、現在の生産状況、警告の有無、手直しその他、製
品にまつわる例外事項などがふくまれる。

オンライン追跡の機能によって履歴データも生成される。この履歴データ
によって部品や最終製品の用途を追跡することができる。

・製品履歴情報
・製造プロセスの追跡
・製品情報の蓄積
・製品体系（genealogy）の管理

仕掛管理表
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【【【【MESのののの11機能機能機能機能】】】】 ⑩作業者管理⑩作業者管理⑩作業者管理⑩作業者管理

作業者の最新状況を監視する機能。作業者の最新状況を監視する機能。作業者の最新状況を監視する機能。作業者の最新状況を監視する機能。作業時間や場所に関する報告や、
認可履歴の他、活動基準原価計算の基礎データとなる材料の払出しや工
具室作業などの間接作業を追跡する機能ももつ。

生産資源配分の機能とともに、最適な作業割り当てを決めるためにも利
用できる。

・作業者の管理・監視
・作業時間、作業場所
・作業者の割当
・資格認可記録
・セキュリティ管理

作業者割り付け表
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【【【【MESのののの11機能機能機能機能】】】】 ⑪仕様・文書管理⑪仕様・文書管理⑪仕様・文書管理⑪仕様・文書管理

生産単位ごとに保守する必要のある記録・書式を管理する機能。生産単位ごとに保守する必要のある記録・書式を管理する機能。生産単位ごとに保守する必要のある記録・書式を管理する機能。生産単位ごとに保守する必要のある記録・書式を管理する機能。

作業指示書、レシピ、図面、標準作業手順書（SOP）、部品プログラム、バッチ
記録、設計変更（ECN）、作業シフトどうしでの情報交換の他、計画された情報
や製造途中の情報を編集する機能も持つ。

作業者にデータを供給し、制御機器にレシピを送信することにより、工程レベ
ルにまで作業指示を落とし込む。

環境・健康・安全に関する規制を遵守するように統制する機能や、是正処置
の手順など ISO関連の情報もふくむ。
履歴データの蓄積も行う。

・製造仕様管理、版管理
・レシピ管理・作業指示書、SOP、図面、
パーツプログラム
・設計変更管理
・ペーパーレス・オペレーションの支援・規制
・ISOへの対応
・バッチ記録、電子署名
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４．まとめ
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ＭＥＳ設計における注意点ＭＥＳ設計における注意点ＭＥＳ設計における注意点ＭＥＳ設計における注意点

1. MESの機能詳細は顧客ごとに異なるので、最初の要件定義が重要。
2. 顧客が、MESの１１の機能をすべて要求することは稀である。
3. IoTの技術をどこに使うべきかは顧客もわかっていないケースが多い。
4. IoT活用部位を見極めるには、MES領域のKPI国際標準を参考にする
とよい。

5. 現有する顧客の課題を解決するためにIoTを投資すべきであり、費用
対効果を明確にすることが大切。

MESには11の機能があり、製造する製品によって内容が大きく異なるため、標準機

能というよりは、データを分類する機能区分のような仕組みになっています。どのよう
なデータを収集して、そのデータをどのように活用するのかを定義するところからシ
ステム構築を行うため、MESには標準パッケージが無く、導入には時間とコストが掛

かるのが一般的です。逆にそうでなければ、導入後に実運用に堪えないといった問
題が起きる可能性があります。

MES設計時の注意点とIoT連携のポイント
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IoTを活⽤した製造実⾏システムによる改善サイクル
ｸﾗｳﾄﾞ
ｵﾝﾌﾟﾚ

ｴｯｼﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

IoTｹﾞｰﾄｳｪｲ

品番01

工程②

品番03

工程①

棚 作業者 設備運搬 点検 管理

ｱﾗｰﾄ

RFID 透過
ｾﾝｻｰ

振動
ｾﾝｻｰ
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